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「実地看護法」にみる看護管理の状況（情報提供と実践の仕組みづくり）
　大関チカ（和、和子。1858～1932）が著した「実地看護法（1908年､明治41.4.17初版）」は、当代の健康問題に対する系統的だった看護書としてよく知られているが、看護管理を含む看護書という観点からの検討はまだ浅い。本書には大関の看護歴20年の蓄積がこめられているが、看護のシステムらしき形態の記述は本書以前の「派出看護婦心得（1899）」にみられる。以後、実践的な検討を加えながら「実地看護法」出版に至ったことが推測される。
今日の看護専門職には、良質な看護サービス提供の基盤に「教育・実践・研究」の統合を置いているが、「実地看護法」にはその原型らしき形態がみられる。「看護婦養成・伝染病者への看護実践・必要に応じた創意工夫」、そして自ら看護モデルとしての経験プロセスを踏み、看護婦なら誰でも実践可能な方法を、当時の医学的見解を加えながら説明している。出版に至った背景に、伝染病罹患患者に対する「誤った看護法を正したい」使命感と、科学性を備えた看護が成果（良果）を生むという経験知から、情報提供が質向上の有効手段と考えたことが窺える。例えば、自ら創刊した雑誌（1900前後「看護婦人矯風会雑誌」）は誌代が未納入でも、1名の注文にすら宛名を書き送り続けた人である。また、多数の女性系雑誌には、看護法を書きまくっている。看護者は看護の質を表す感染予防をいかに守備するか、いかに効率や配慮を考えて看護をすべきか説いている。今日も看護の質向上への取り組みには、環境作りや組織化は不可欠な課題である。彼女が雑誌系で繰返し述べていたのは、技術のみが重要なのではなく「精神と言行は教えによって必ず矯正する」と言い、この教育は技術（言行）に反映することから、みちしるべとなる看護書が必要だったのである。
今回用いた「看護管理」という用語は当時の看護書に記述はない。しかし、看護婦の責務、複数による交替勤務の形態、機能的看護方式、記録の重要性など看護管理の基本形がすでに存在する。「人、物、金、情報、時間、組織風土」という今日の管理要素と管理過程の考えが、「東京看護婦会（1900会頭）」（「大関看護婦会（1916～）」）運営には窺える。派出看護婦の必要物品や患者に使用する生活用具の考案、医療保険のない時代に「家事経済に通じる」考えを示し、「看護婦会」経営がいかなるものか具体的に披露（『婦人週報5号』）している。「実地看護法」は大関が著したが、今後、他の看護婦会の掘り起こしも必要になろう。
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